














出典：賃金とモノの値段の大転換期　求められるのは「個の力」





日本語 出題の意図 

入試年度：令和 8（2026）年度入学者選抜 

選抜区分：総合型選抜（外国人留学生） 

実施日 ：令和 7（2025）年 11 月 15 日 

※「出題の意図」についての質問、照会には一切回答しません。

この試験問題は、外国人留学生が学部 1年次に入学し、卒業するまでに

必要とされるアカデミックな日本語能力を測ることを目的としている。  

一般的に、日本語能力検定試験（国際交流基金・日本国際教育支援協会）

における N1 がこれに該当するレベルとされているため、出題内容、レベ 

ル、語彙、構文、表現等を基本的に N1 相当のレベルに設定し、受験者間

の相対差のみならず、絶対的な基準からの合否判定に資するよう作成され

ている。 

なお、最後の大問Ⅸに関しては、N1 の試験にはない形式のものである。

これは単なる日本語の語学的能力のみならず、読解力（日本人学生で言え

ば国語力）を図るために、長文の読解問題も出題している。 








